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発表演題名 福井県におけるネオニコチノイド系農薬の汚染実態調査 

発表学会名 第 33回全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部研究会 

発表者名 竹内 靖子 （環境部） 

開催場所 愛知県三の丸庁舎（愛知県名古屋市） 

発表日時 平成３１年１月２５日（金） 

発表内容 夏季と秋季に福井県内の河川８地点を対象とした汚染実態調査を実施した

ところ、全ての地点でジノテフラン、クロチアニジンの検出割合が高く、福井

県内の農薬出荷量との関連性が示唆された。そこで、高濃度であった地域の河

川５地点について詳細調査を行い、月毎の濃度変動等について考察したので、

その結果を報告した。 

調査の結果、全ての地点において、ジノテフランおよびクロチアニジンの検

出頻度が高く、ニテンピラムは検出されなかった。これは、福井県の農薬出荷

量と類似しており、年平均出荷量と月平均濃度に相関が見られた。また、ジノ

テフラン、クロチアニジン、チアメトキサム、イミダクロプリドの検出状況に

ついては、実際の農薬の使用状況（使用した時期、農薬）との関連性を確認で

きた。 

今回調査した河川濃度は全て、水産動植物の被害防止に係る農薬登録保留基

準値は下回っていたが、これらの濃度を、Morrissey らの提案する水生無脊椎

動物群に対する影響を回避するための閾値と比較したところ、短期基準で 3

検体、長期基準で 26 検体超過していた。 

 


